
下地）を塗っておくことで、爪を擁

護できる例などを挙げた。

さらに足の指の爪が、皮膚の中に

食い込んでしまう事例などを、写真

とともに示した。これらも、爪の切

り方を気をつけることや、「靴の選

び方などに気を配るだけでも、防げ

ることは多い」と、ほんの少しの気

遣いや、気づきで多くの疾病予防に

なることを示唆した。

また、サッカー選手など、同じシ

ューズを履いて競技を行う選手には、

水虫の選手も多いことを挙げた。水

虫も重度になると、競技に支障をき

たすだけでなく、歩行も困難になる

ことがあり、軽視できないものであ

るにもかかわらず、女子選手などは

「恥ずかしい」「みっともない」とい

った理由から、進行してから医師の

もとを訪れることも多いと言う。上

田氏は「治療は早いに越したことは

ない。恥ずかしがらずにまずは相談

すること」と述べた。また、ハンド

ボールの選手から「滑り止めとして

手につける“松脂”で手が荒れてし

まう」という相談を受け、一度練習

現場に行って見たところ、「原因は

松脂よりも、それを落とすための洗

剤にあった」と言うように、「実際

の現場で知ることは多くある。医師

ももっと積極的にスポーツ現場に行

くことが必要」と提言した。

講義の最後は、受講者からさまざ

まな「皮膚」「肌」に関する質問が

挙げられた。「アトピーで痒みがあ

るなら、我慢しすぎずかいてしまえ

ばいい。それを治すのが皮膚科医の

仕事」と言うように、どんな質問に

も気さくに応える上田氏に対して、

トには不可欠。だからこそ、アレル

ギーの有無は自分自身で知っていな

いといけない」と上田氏。これらは

食べ続けることで「アレルギー症状」

を引き起こすことも多いと言う。注

意を図る必要があるのではないだろ

うか。

皮膚が持つ最大の役割を、上田氏

は「健康な皮膚は、外的因子から身

体を守ってくれる」と述べた。たと

えば、夏場などの強い紫外線からも

皮膚は身体を守る。屋外競技などで

は、日焼け止めクリームをつけて競

技に臨む選手も多くみられるが、「無

防備に紫外線に皮膚をさらすと、日

焼けをするだけでなく、疲労がたま

る。日焼け止めクリームをつけるだ

けでなく、強い日差しのなかで練習

をする際は、帽子をかぶる工夫をす

ることも必要」と進言した。4年前

に日本と韓国で開催された、サッカ

ーワールドカップの際には、出場国

のほとんどの選手が日焼け止めクリ

ームを使用していた例を挙げ、「と

ても小さなことだけれど、それだけ

で翌日のコンディションも違ってく

る。肌に合うものをきちんと使用し

たほうがいい」と話した。

さらに上田氏は、皮膚の一部であ

る「爪」についてもさまざまな事例

とともに話を進めた。野球の投手や、

バレーボール選手、バスケットボー

ル選手など「手」が道具になる競技

選手の多くが、爪はやすりを用いて

整えるなどさまざまな工夫を施して

いるとし、「正しい対処法を知らな

いことが多い。ちょっとした工夫で

爪を守ることもできる」と上田氏は

話し、ベースコート（マニキュアの

●スポーツと皮膚

アレルギーやアトピー性皮膚炎に

限らず、皮膚にはさまざまなトラブ

ル要素がある。「からだを包む皮膚」

の役割や、各トラブルへの対処法な

どを学ぶ機会として、去る2006年

10月24日、東京都中央区にて「第4

回寺子屋吉水～からだを包む皮膚」

と題した講習会が開催された。

約30名の受講者は、食事を摂りな

がらリラックスした雰囲気で、自身

の「からだ」について、寺子屋感覚

で学ぶ。この“寺子屋”で、講師を

務めたのは皮膚科医の上田由紀子氏

（ニュー上田クリニック、国立スポ

ーツ科学センター）。上田氏は冒頭

で「皮膚とは誰もが見ることのでき

る臓器」と述べ、日常のなかで起こ

りうるトラブルや、スポーツと皮膚

の関係性について講義を行った。

国立スポーツ科学センターで練習

や合宿を行うアスリートのなかでも、

近年はさまざまな「アレルギー」を

持つ選手が増えているそうだ。食物

アレルギーの代表格ともとれる「卵」

や「ソバ」アレルギーに加え、とく

に増えつつあるのが果物アレルギー。

「果物アレルギーであると自覚する

機会があまりないので、なかなか気

づかないことが多い」と上田氏も言

うように、「何となく苦手」「食べら

れない」という症状を訴えるケース

が多く、無理やり食べようとして嘔

吐したり、疾患を引き起こすことが

生じるそうで「食事のなかでも、ビ

タミンを豊富に含む果物はアスリー
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テーマに掲げる松井氏と、「スイミ

ングによる高齢者の健康維持に関す

る考察」を研究テーマに掲げる佐藤

氏は、櫻井忠義教授のもとで研究を

進めている。松井氏は高齢者体験ス

ーツを若い人たちに着てもらうこと

で、高齢者にとってどのような動作

や姿勢がつらいのか、または何がで

きるのかを理解してもらうことがよ

い介護のきっかけになると話す。ま

た佐藤氏は高齢者が気軽にスイミン

グを行うことが容易ではないという

日本の現状に触れ、「水中であれば

膝や腰の負担を減らしながらエクサ

サイズを行うことができる。陸上と

は異なる水の特性をもっと知っても

らいたい」と話した。

両氏の発表を受け、指導する櫻井

氏は「 2人とも世界で活躍するトッ

プアスリートでありながらも自分の

競技力向上のために研究するのでは

なく、将来のことを考えながら研究

に取り組んでおり、社会貢献したい

気持ちがあることにも共感できる」

と話した。アメリカではトップアス

リートが将来を考え、オフシーズン

に大学などに通い資格を取得するこ

とは珍しいことではないが、日本で

はまだそのような事例は少ないそう

で、トップアスリートが大学院で社

多くの質問が寄せられ、最後は「（先

生は）どんな化粧品を使っています

か？」といった質問まで飛び出し、

終始なごやかな空気で進められた講

義は閉会した。自身が唯一自分で触

れることのできる臓器である皮膚。

「肌を癒すことは、脳を癒すことに

もつながる」と上田氏が言うように、

わずかな工夫を与えることが、多く

のトラブルを防ぐことにつながるは

ずだ。

●トップアスリートと大学院

去る2006年11月4日、日本体育

大学健志台キャンパス（神奈川県横

浜市）にて「トップアスリートおよ

びコーチが学ぶ大学院の現状と展

望」と題した、体育・スポーツ科学

関連大学院交流事業が行われた。こ

れは日本体育大学、日本女子体育大

学、国士舘大学の 3つの大学院で毎

年行われる事業であり、今年で 4回

目を数える。

今回は日本体育大学大学院生の発

表を中心に交流会が行われた。その

なかで演者を務めたトップアスリー

ト 4人の発表を中心にここで内容を

紹介したい。

まず日本体育大学大学院研究科

長・滝沢康二氏の開会挨拶に始まり、

各種研究発表は「スポーツ医科学系」

「トレーニング科学系」の 2つのセ

ッションに分けられて行われた。

前半のセッションでは日本体育大

学大学院健康科学・スポーツ医科学

系から「高齢者の健康な生活を支援

する」と題し、2名のアスリート、

佐藤かほり氏（競泳）、松井理沙氏

（ラクロス）が発表した。

「高齢者体験スーツ着用時の歩行時

間・歩行数について」の考察を研究

会に還元できる研究を行うというの

は、今後の日本のトップアスリート

像を描く際にも大きな意味を持つと

いえるのではないだろうか。

続いて「大学院と私」と題して行

われたトレーニング科学系のセッシ

ョンでは、レスリング世界選手権 3

位の実績を持つ池松和彦氏が発表を

行った。池松氏は昨年も全日本選手

権に出場したが、オーバーワークの

ために11位という結果であった。当

時の心境を「正直疲れきっていた。

目標もわからなくなっていたし、何

のためにレスリングを行っているの

かわからなくなっていた」と話す。

現在自らが取り組む研究テーマは

「レスリングにおけるバーンアウト

とソーシャルサポートの関係」。心

理学的側面から研究に取り組んでい

る。こうした研究を行う目的は、今

後の競技生活とも関係性が深く、「北

京までは現役生活を続けたい。そし

て将来は自分が指導する立場になっ

たときに役立てていきたい」とこれ

からに向けた抱負を語った。

ソルトレイク五輪にフリースタイ

ルスキー・モーグルで出場した下山

研朗氏は「 4年間練習しても本番は

たった30秒間で、その成績も心理的

要素が大きく左右する」と言う。ま
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た「みんなが練習しているときにも

寝ているような選手が、本番では緊

張することなく結果を残せてしまう

のはなぜか」という疑問を持ち、そ

のような選手と一般選手との心理的

違いの考察を研究テーマにしている。

競技のなかで抱いた疑問から研究テ

ーマを設定したことをプラスに作用

させ、「今後も競技力向上に励みた

い」と意気込みを語った。

このように、現役アスリートが競

技を続けながら研究に取り組める大

学院であるが、その問題点として角

田直也氏（国士舘大学大学院研究科

委員長）は「今の学力重視の入試制

度では入学が難しい。お金がかかる

ために現在の奨学金制度の枠を拡大

する必要があるし、カリキュラムを

トップアスリート用に考えないと2

年間の研究期間は短い」と現状を述

べる。角田氏の話からもうかがい知

ることができるように、トップアス

リートは大会や練習で海外や国内の

遠征が多いために、スケジュール調

整が難しいという現状もある。現役

選手が安心して競技できるようにな

るためには、選択肢の 1つとして大

学院の制度の見直しも今後必要にな

ってくるのかもしれない。

世界で戦うアスリートを抱える大

学院は日本では珍しい。現場で活か

される研究の充実とその環境づくり

には、こうした交流事業を通して意

見交換していくことも重要になって

いくのではないだろうか。

●高所トレーニング

去る2006年10月14日、国立スポ

ーツ科学センター（東京都北区）に

おいて、第10回高所トレーニング国

際シンポジウムが開催された。自然

および人工的な高所環境を用いたト

レーニングに関する情報交換や、高

所環境における適切なトレーニング

科学の発展に寄与することを目的と

して設立された同シンポジウムの最

初は、特別講演としてフランスより

ポール・ロバッシュ氏が「高地滞

在－平地トレーニングの間欠的低酸

素トレーニング：競技者の運動能力

を向上させるか？」をテーマに講義

を行った。

高所トレーニングの歴史の概要に

ついて紹介し、15年前にLive high-

training low（LHTL）方式でのトレ

ーニングが提唱されたことについて

触れた。これは赤血球の増加を目的

とするものであり、ケースレポート

としては報告が多いものの、高所ト

レーニングの管理が難しいために科

学的エビデンスに乏しいと言う。ロ

バッシュ氏は、比較的効果が見込め

る高所トレーニングの目安について

述べ、結論として「おそらく血液学

的な変化によってパフォーマンス向

上がもたらされるであろうが、その

選手に高所トレーニングの効果があ

るかどうかをどのように見極めるか

が難しい。研究モデルとして二重盲

検によるプラセボ効果の排除が必

要」と締めくくった。

次に、シンポジウム 1として「低

酸素環境に対する生理応答」をテー

マに、片山敬章（名古屋大学）、内

丸仁（東北大学）、山本正嘉（鹿屋

体育大学）の3氏が発表。片山氏は、

1日 3時間以下の間欠的な低酸素に

よる効果がみられたことを明らかに

し、内丸氏はLHTLによるストレス

応答を血中白血球動態から推測。山

本氏は、短時間での低酸素曝露が効

果を示したこと、そして自身を実験

台として常圧低酸素室で生活するこ

とで登山に向けた現地での適応に要

する時間短縮成果について発表した。
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より実用的なトレーニング
に向けた取り組み

シンポジウム 2では「競技力向上

のための低酸素環境利用」がテーマ

であり、前川剛輝、榎木泰介（とも

に国立スポーツ科学センター）、禰

屋光男（東京大学）の 3氏が発表を

行った。

前川氏は常圧低酸素環境を活用す

ることで、自然環境による高所での

合宿のリスクを下げられる可能性に

ついて述べ、禰屋氏は、常圧低酸素

環境によって最大酸素摂取量の増加

があったこと、ただし総ヘモグロビ

ン量に変化がみられなかったことか

ら筋内の代謝効率の改善が考えられ

ると示唆した。榎木氏は、生化学的

な立場から、高地トレーニングによ

って生体にどのような変化が起こる

かについて述べ、酸化ストレスのバ

イオマーカーの変化を報告し、急性

適応期、順化期、蓄積期の 3つに期

分けした。

これらのほか、8題の一般発表も

行われ、持久的な運動以外にも、高

所トレーニングが短距離選手の無酸

素能力へ与える影響、低酸素吸入に

よって自転車ペダリング中の末梢組

織に与える影響について調べた実験、

内耳機能への影響をみた実験などに

ついて発表された。

自然環境として日本や海外（ボー

ルダー、昆明）の高所が利用されて

きたが、平地においても低酸素環境

が実現されるようになり、とくに常

圧低酸素環境をいかに使いこなし、

負荷を抑えながらパフォーマンス向

上を引き出す方法が模索されている。

今回は間欠的低酸素曝露についての

複数の発表があったのが印象に残る。

これはかつては費用も手間もかかっ

ていた高所トレーニングが、身近に

なりつつあることを示しているのだ

ろう。今後も、効果を最大限にする

ための活用法の開発が期待される。

招待講師としてアメリカやオース



ケガ、手術を経ても焦らずに走るこ

とができ、34歳でオリンピック初

出場を果たすことができたと述べ、

「マラソン選手の現役生活を続ける

なかで貢献、自信、感謝の心の 3つ

を学ぶことができた。そして、それ

は今も自分のなかで大切に息づいて

いる」と締めくくった。

続いてトレーナーチームを創設し

た白石宏氏（S.T.I.白石鍼灸治療院

代表）が挨拶。「陸上競技部の強い

先輩の話を聞きたいためにマッサー

ジをしていたのが（創設の）きっか

け。選手の要求に対応するために、

テーピングなどを覚えていった」と

自身がトレーナーチームの代表とな

った流れについて触れた。その後白

石氏は、企業でのトレーナー活動を

日本で初めて行い、やがて治療院を

開業し、現在はトレーナーの育成や

派遣も行うようになった。そんな活

動を通して、日々の生活のなかでも、

挨拶や予約の仕方を見るだけでも一

流選手は相手に対して感謝の心が現

れているそうで、「礼儀や感謝の気

持ちを、スポーツを通して学べるの

が体育大学のよいところ。汗を流し、

運動後の水のおいしさを身をもって

知り、伝えられるように、感謝の気

持ちを大切に背筋を伸ばして大学生

活を送ってほしい」と締めくくった。

トラリア、カナダなどから毎年研究

者とディスカッションを行ってきた

高所トレーニング国際シンポジウム。

10周年となる次回は、2007年10月

4日に下呂温泉で開催予定である。

●アスレティックトレーニング

日本体育大学陸上競技部で、トレ

ーナーチームが創設されて30周年

になる。これを記念し、去る2006

年11月11日に、日本体育大学陸上

競技部トレーナーチーム創設30周

年記念行事が同大健志台キャンパス

（神奈川県横浜市）で開催された。

これは5年ごとに開かれているもの

だが、これまでは卒業生と現役を対

象に内部向けのものとして開催され

ていたが、今回は外部からの参加も

可能となった。

まず第一部は、川嶋伸次氏（東洋

大学陸上部監督）が「オリンピック

で学んだこと」と題した記念講演を

行った。川嶋氏は、自分のレースを

テレビで観戦していた妻に「なぜス

パートをかけなかったの？」と指摘

されて、最初は反発していたそうだ

が、「よくよく考えてみると、確か

に妥当だと思えた」というエピソー

ドを披露。競技の素人だからこそ見

えてくる、専門外の意見をうまく取

り入れることの大切さを痛感したと

言う。

さらに川嶋氏は、強い選手である

ために必要なこととして、「ここ一

番に強く、そしてその強さが安定し

ていること」を挙げた。これは視野

の広さと、スポーツ以外のさまざま

な概念を貪欲に自分の練習に取り入

れることで養われたそうで、「感性

が強かったことがよかったのではな

いか」と話し、最終選考の直前での

第 2部は「学生に求められるもの」

というテーマで、前述の日体大のほ

か日本女子体育大学、国際武道大学、

東海大学の各陸上部におけるトレー

ナー活動の活動報告が行われた。石

山修盟氏（仙台大学）の司会のもと、

前出の白石氏のほか佐久間正博（房

総市教育委員会）、長井雅子（岡山

シーガルズ）、田中佐恵子（東日本

国際大学付属昌平高校・養護教諭）

の 3氏がパネリストとして登壇した。

学生からの「コミュニケーションを

選手とどのようにとっていけばいい

か」という質問や悩みに対して、「 1

日 1回は声をかけることで、サイン

を見逃さない」（長井氏）、「選手か

ら見ていてくれるんだと思われるよ

うになること」（田中氏）などそれ

ぞれの経験を踏まえた回答が成され

るなど、現場にまつわるさまざまな

話題についてディスカッションが続

いた。

白石氏は「30年前と比べると、ト

レーナールームが存在することが一

番大きな変化。自分はこれからも先

導していく立場として前へ前へと走

っていかなくてはならない」と、今

後の意欲を語った。これまでの活動

を踏まえ、今後のさらなる発展に期

待したい。
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トレーナーチーム創設30年
これまでとこれからに向けて

活発な議論が展開された高所トレーニング国際シンポジウム



することやトレーナーが自前のテー

プなどを使ったりすることなどもあ

るということだ。とくに、帯同する

場合は、活動範囲が学校外にも拡大

することになるため、「派遣事業」

の事業費では対応できないこともあ

り、トレーナーのボランティア的な

活動になってしまう状況も生まれて

いる。「熱心であることはとてもあ

りがたいが、体育協会としては、こ

の事業を長く続けるためには、線引

きをしっかりしていきたい」と池ヶ

谷氏も苦言を呈する。

活動内容に関しては、スポーツ外

傷・障害の予防、コンディショニン

グ、アスレティック・リハビリテー

ション、スポーツ現場における救急

処理、ケガ人への対応、トレーニン

グ指導などが行われているが、テー

ピングやストレッチング指導などが

主となっているそうだ。

来年度以降もこうした事業を継続

させていくためには、派遣する側

（教育委員会、体協）と、派遣され

る側（学校）、実際赴く人（トレー

ナー）の三者が互いに目的を一致し

なければならず、互いへの要求も一

方通行では継続することは難しい。

トレーナーからの要求として多かっ

たのは、①傾向と対策を知るための

障害調査、②（部活動の）マネジャ

ーのアシスタントとしての活用、③

試合会場への帯同、④スポーツトレ

ーナーズ部の設立、⑤講習会への保

護者や地域の中学生に参加、⑥トレ

ーナー自身が現場に出られないとき

でも対応できるようにマネジャーや

トレーナーに興味のある生徒に対し

ての応急処置やテーピング指導の実

施、⑦医師・指導者と協力しての診

断→リハビリ→復帰というシステム

の構築という 7点が挙げられた。

これら現場からの要望を受け、西

塚氏は「この事業の大前提である

現場から

●部活動の安全対策

本誌2005年 8月号でも掲載した

神奈川県教育委員会教育局保健体育

課と、（財）神奈川県体育協会の連携

による、県立高校へのトレーナー派

遣事業を実施してから、1年がすぎ

た。手探り状態で行われたという初

年度を経て、実際にどのような効果

が得られ、どのような課題が出てき

たのか。1年間の取り組みから得ら

れたさまざまな成果について、西塚

祐一氏（神奈川県教育委員会）、池ヶ

谷敦氏（神奈川県体育協会）に聞いた。

まず大きな変化としては、昨年は

10校（県体育協会トレーナー部会か

らの派遣校 5校）への派遣だったも

のが、今年度は20校（派遣校15校）

の派遣に増加したこと。単に「数が

増えたから成果がある」というわけ

ではないが、こうした試みが周囲か

ら理解され、派遣を希望する学校が

多くなったという点では一つの成果

であると言えよう。実際にトレーナ

ーが派遣された高校からは、運動部

活動に所属する生徒たちから、「ケ

ガを予防するための方法を教えても

らった」「ウォーミングアップやク

ールダウンについて、しっかり考え

るようになった」というように、ス

ポーツの傷害予防においてプラスの

効果が多く聞かれると言う。

また、実際に学校へ派遣されたト

レーナーを対象に、神奈川県体育協

会が活動状況や学校の対応、施術内

容などの実情を知るためのアンケー

トも実施している。

その結果、月に 6～ 9日、2～ 3

時間程度の活動時間で、1日に 7～

15人への対応を行っている現状が明

らかとなった。中には、顧問教員な

どからの要請に応えて、大会へ帯同

『安全対策』ということを念頭に置

き、取り入れられる部分は大いに取

り入れていきたい」と話したうえで、

事業を定着させていくための課題を

挙げた。

まず、忘れてはならないのは、単

に 1人のトレーナーとして派遣され

ているというのではなく、県の部活

動の嘱託職員として、部活動の安全

対策を推進するために派遣されてい

るということ。事業への報酬として

支払われる額も決して多い額ではな

く、派遣日数や時間にも制限がある

ことなどである。「学校側には、限

られた時間のなかで、本事業の趣旨

を十分に理解してもらい、トレーナ

ーの専門性を最大限に活用して、生

徒が運動やスポーツを行ううえで安

全に取り組める環境をともに築き上

げていきたい」と西塚氏は言う。

今後、さらに取り組むべき項目と

しては、「この派遣事業におけるト

レーナーの役割を明らかにし、派遣

する学校には、トレーナーにどのよ

うなことを求めるかを明確にしても

らう。また、派遣されたトレーナー

が働きやすい環境を協力してつくっ

ていくとともに、トレーナーの方々

にも、限られた条件の中でも、引き

続き高い意識を持って顧問教員と協

力して取り組んでいただければ、よ

り多くの成果が得られ、この事業も

発展するのではないか」と西塚氏は

締めくくる。

部活動の安全対策を推進するため

のトレーナー派遣事業や運動部活動

の活性化推進事業などを実施するよ

うになってから、運動部活動の入部

率も上昇傾向にあると言う。こうし

た取り組みでまず大切なのは「継続」

することに尽きる。より根づかせて

いくための今後の活動が、さらなる

拡大にもつながっていくのではない

だろうか。
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トレーナー学校派遣から1年
神奈川県の取り組みから


